
　

一
枚
の
絵
ハ
ガ
キ
が
出
て
き
た
。
挟
ま
れ
て
い
た

の
は
雑
誌
『
ア
ル
プ
』
第
二
百
二
十
二
号
で
あ
る
。

そ
の
ハ
ガ
キ
の
あ
て
名
は
南　

秋
草
子
様
と
あ
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
あ
ら
う
み
の
同
人
で
、
深
田
久
弥
と

は
俳
句
を
通
じ
て
親
交
の
あ
っ
た
俳
人
で
あ
る
。
ハ

ガ
キ
は
、
深
田
志
げ
子
さ
ん
か
ら
南
さ
ん
に
宛
て
た

も
の
で
、
内
容
は
南
さ
ん
か
ら
の
便
り
に
対
す
る
返

事
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
号
に
は
志
げ
子
さ
ん
の
書
か
れ
た
「
飯
豊
山

旅
の
こ
ぼ
れ
話
」
が
載
っ
て
お
り
、文
中
の
間
違
い
、

誤
植
を
伝
え
た
こ
と
へ
の
返
事
で
あ
っ
た
。他
に
も
、

志
げ
子
さ
ん
ご
自
身
の
ケ
ガ
の
こ
と
や
、
南
さ
ん
の

奥
さ
ん
の
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、
親
し
く
文

通
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

誤
植
な
ど
は
南
さ
ん
の
手
で
修
正
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
『
ア
ル
プ
』
は
南
さ
ん
か
ら
頂
い
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

　

深
田
久
弥
が
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
二
十
一

日
山
梨
県
の
茅
ヶ
岳
山
中
で
脳
卒
中
の
た
め
倒

れ
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
五
十
年
に
な
る
。

　

山
で
倒
れ
た
時
、
一
行
の
中
の
山
村
正
光
さ

ん
が
急
を
知
ら
せ
に
韮
崎
ま
で
駆
け
下
っ
た
。

そ
し
て
警
察
や
白
鳳
山
岳
会
か
ら
な
る
救
助
隊

が
救
助
に
向
か
っ
た
。
実
際
に
は
遺
体
の
収
容

で
あ
っ
た
が
。
白
鳳
山
岳
会
の
若
手
で
体
格
の

よ
い
望
月
一
博
さ
ん
が
、
背
負
子
に
乗
せ
ら
れ

た
久
弥
さ
ん
を
担
い
で
山
を
下
っ
た
。
そ
の
苦

労
話
に
つ
い
て
は
望
月
さ
ん
が
書
か
れ
た
「
深

田
久
弥
先
生
と
の
最
初
に
し
て
最
後
の
出
会

い
」
に
詳
し
い
。

　

訃
報
は
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ

た
。
第
一
高
等
学
校
の
同
級
生
鈴
木
竹
雄
さ
ん

は
「
三
月
二
十
一
日
の
夕
方
、
私
は
珍
し
く
机

上
の
ラ
ジ
オ
を
ひ
ね
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。
そ

し
て
思
い
も
か
け
ず
、
君
が
山
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
。」
と
『
深
田
久
弥
の
追
憶
』
の
中
に
書

い
て
い
る
。し
か
し
、新
聞
報
道
は
翌
日
の
夕
刊
だ
っ

た
。
彼
岸
の
中
日
の
翌
日
で
、
朝
刊
は
休
刊
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
翌
朝
に
は
多
く
の
新
聞
で
訃
報
が
伝

え
ら
れ
た
。

　
『
岳
人
』
は
そ
の
年
の
五
月
号
に
「
深
田
久
弥　

山
に
逝
く
」
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
だ
。
そ
の
後
、

日
本
山
岳
会
機
関
紙
「
山
」、『
ア
ル
プ
』、『
岩
と
雪
』

『
山
岳
』
な
ど
に
続
々
と
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
『
深
田
久
弥
の
追
憶
』
の
中
で
望
月
達
夫
さ
ん
が

「
深
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
五
ヶ
月
近
く
に
な

る
が
、
そ
の
間
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
の
友
人
、
後
輩

た
ち
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
追
悼
の
文
字
は
相
当
の
分

量
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く

の
方
々
が
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。
昭
和
四
十
六
年
秋
に

は
、
深
田
久
弥
追
悼
委
員
会
に
よ
っ
て
『
深
田
久
弥

の
追
憶
』
と
題
す
る
追
悼
文
集
が
作
ら
れ
て
い
る
。

現
在
は
復
刻
版
を
販
売
中
で
あ
る
。

没
後
五
十
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
も
の
を

集
め
た
展
示
会
と
、「
こ
の
一
本
展
」
の
再
現
を
試

み
た
い
。

（
注
）
日
本
山
岳
会
で
は
、
深
田
久
弥
図
書
委
員
長
発
案
で
、

会
員
自
慢
の
本
の
展
示
会
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
。
久
弥
が
亡

く
な
っ
た
年
に
は
久
弥
の
著
作
な
ど
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
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「
湯
ノ
丸
山
へ
行
く
の
だ
け
れ
ど
、
久
弥
さ
ん
の

使
っ
て
い
た
地
図
は
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
Ｏ
さ
ん
か

ら
尋
ね
ら
れ
、
湯
ノ
丸
辺
り
の
五
万
分
の
一
は
ど
こ

か
と
調
べ
始
め
た
。
地
勢
図
「
長
野
」
の
「
上
田
」

で
あ
っ
た
。
書
き
込
み
の
あ
る
地
形
図
の
表
を
見
る

と
、「
上
田
」
に
は
赤
い
ラ
イ
ン
や
等
高
線
に
沿
っ

て
着
色
が
あ
る
と
書
か
れ
て
お
り
相
当
期
待
が
持
て

る
。
出
し
て
見
る
と
期
待
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
湯

ノ
丸
山
か
ら
籠
ノ
登
山
、
黒
斑
山
ま
で
広
い
範
囲
が

着
色
さ
れ
て
い
る
。
千
メ
ー
ト
ル
付
近
は
黄
緑
色
、

千
五
百
か
ら
千
九
百
は
オ
レ
ン
ジ
色
、
二
千
メ
ー
ト

ル
以
上
は
茶
色
に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

張
（
み
は
り
）
か
ら
地
藏
峠
、
鹿
沢
（
か
ざ
わ
）
温

泉
ま
で
の
ル
ー
ト
に
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
こ

の
地
形
図
に
関
す
る
作
品
は「
鹿
沢
の
山
山
」と「
鹿

沢
だ
よ
り
」
の
二
つ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
か

ら
、
久
弥
は
第
一
高
等
学
校
時
代
か
ら
何
度
も
鹿
沢

編
集
後
記
〜

　
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
金
の
絨
毯
は
、
た
っ
た
一
日
で
風
に
吹

き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い
残
念
で
し
た
。
今
度
は
、
綺
麗
な

冬
景
色
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
も
待
ち

遠
し
い
で
す
。

　

日
本
山
岳
会
会
員
で
、「
日
本
百
名
山
」
の
編
集

者
で
あ
る
大
森
久
雄
氏
よ
り
、『
山
岳
』（
日
本
山
岳

会
年
報
）
を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。
第
一
年
か
ら
第

八
十
八
年
ま
で
で
す
。
ま
た
、「
山
」（
日
本
山
岳
会

会
報
）
も
二
百
七
号
か
ら
六
百
五
十
二
号
ま
で

五
百
六
十
九
部
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
本

の
山
岳
界
に
お
け
る
貴
重
な
歴
史
的
資
料
で
す
。
多

く
の
皆
様
方
に
調
査
研
究
の
た
め
利
用
し
て
頂
き
、

本
当
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
が
有
効
利
用
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

に
出
か
け
、
こ
の
あ
た
り
の
山
々
で
山
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
新
張
か
ら
鹿

沢
ま
で
の
道
中
に
は
、
一
町
ご
と
に
地
藏
が
置
か
れ

て
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
地
図
に
は
、

四
十
番
茶
屋
、
五
十
番
茶
屋
の
記
載
が
あ
る
。
現
在

の
地
図
に
も
記
念
碑
の
マ
ー
ク
が
い
く
つ
も
あ
る
。

　
「
鹿
沢
の
山
山
」
＝
『
わ
が
山
山
』
に
収
録

　
「
鹿
沢
だ
よ
り
」
＝
『
山
岳
展
望
』
に
収
録

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
12
　

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

『山岳』　　　　　
第一年第一号から

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

一  

月  

十
五
日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
剣
山
」

 

二  

月 

十
九 

日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
金
峰
山
」

 

三  

月 

十
九 

日
（
金
）

　
題
材
未
定

　●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
聞
こ
う
会
予
定

●
読
書
会
の
お
誘
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
中
で
、
聞
こ
う
会

は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

演
題
：
い
し
か
わ
動
物
園
に
お
け
る
ラ
イ

チ
ョ
ウ
飼
育
繁
殖
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

講
師
：
堂
前　

弘
志 

氏

　
演
題
：『
白
山
之
記
』
に
描
か
れ
た
白
山

講
師
：
山
口　

一
男 

氏

　
演
題
：「
日
本
百
名
山
」
あ
れ
こ
れ

講
師
：
大
庭　

保
夫 

氏

1月
17日
（日）

2月
21日
（日）

3月
21日
（日）


